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喜望塁審議ヱA阿 佐久間竿行

お願い幾つか し 生産管理手法の適用技術に隠する併

究会合 4 Jlより機械学会にっくりました.特別参bnいた

だければ殺いです.ご一報ください. (03ω307ω2888) 

2. サイクノレ・タイム・スタディを後射しています，

S主繁の燦準法寺跨を安く，ネく設定する方法でず. VTlえ

な使用します，実験工場を探しています.

3. ここの数年， 日本 1 E 協会の 1 E レピ品…誌の講話集を

お手伝いしています.新しく 1 E, OR , S E, Q C な

どについてのばいたい放題の欄“ニバ三d' た設けまし

た.殴15で、も結構です 1 ， 100 字にまとめてお送りくだ

さい. (宛先，東京都渋谷区渋谷トト8 fJ 本 I 怠協会}

4. ゃーワーズを利用したカ F キュラム分析のアンケー

トjjJl;j迭に多数の経営工学関連学科の先生方のご協力をい

ただき，言語い回答率を得ることができました.浮くお札

をやしょげます.

議室科大学 平JII孝三郎

最近数年間のおもな仕事は，分布獲についての仮定をお

かす'~ム 2 つの連続分布の同一伎を検定するための検定

法を 11磯頬取り上げて，検出力の比較倹討を行なったこ

とである.モンテカノレロ法を用い 2 年近くかかってまと

めたものであるが，いくつかの興味ある総量まを見いだす

ことができた.

ニrì\lIJに関係あるものとしては，上限，下i波紋郊の口ジ

スザイック ffil数のパラメータに立すする総主主主主のそーメン

トの数値計算があるが，さらに信頼区間を求めるための

グラフを作成するところまで進めたいと思っている.

ORの兵体的な問題とも取り組みたいと患っているが

なかなか余絡がない状態、である.入学試験の結采，作j佼

まで合格とすれば 4 月になって何人入学してくるかとい

う鴻題には大きな関心があるが，指定できる説明変数の

ほかに，標本線査によらなければ漆u定できない姿留があ

るので，少々工夫合奏すると窓われる，

{悠の所属学会) 臼本数学会， s本統計学会

千葉工業大学
工業経営学科 ト部舜一

“遊び"のOR 中小企業のためにOR手法の適用者ピも

っと拡大ナべきである，というのは私の持論であるが，

中小企業経営者の11は， ORIこ未郊の人が多いし，その

採用にまことに終械である.この解決のためには，こう

すればこうなるというよ主体的な現場適用例を数多くつみ

上げねばならないと，怒う.

さて“遊び"という泌にも興味ある多くの研究テーマ

がある w いわゆるレジャー産業に対してもっと OR的関

発が行なわれてよいのではないか.私は近ごろある滋路

地を対象に解析をすすめているが， φ遊びの品質をいか

に数量イじするか ②絡畿のレイアウトのやり方は? ゆ

催物の魅力をどのように笈伝すべきか ④遊信覇地の安全

とはどのようなことか.ことに年少者を対象とする場合

は? ⑤したがって設綴保全方式は? などと問題はも

りだくさんである.

かつて，ディズι ーランドを訪れたことがあるが，こ

この経常の喜美にはOR絞究が多く潜んでいると援をしたも

のである.

跡事122事菊池武昭

交通幣婆推計方法を機索中 ここ 10年来，計量経済モデ

ルによる農業政策シミ A レーションや，各種需要予告liJの

仕事を行なってきましたが 4 王手ほど前から，交通議重要

持主計{主として，道路交通愛}の仕事をしています.

昨年からは，従米一般に{交われていた，交通議:婆推計晶
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方法の追跡調査を行なう機会を得て，今までの方法の使 た.その中で「級済活動は可能なかぎり自由な価格機構

用限界，問題点が少均明らかになりつつあります.そこ のもとで行なわれるべきであり，それによって資源の配

で，本年は今回得られたデータをもとに，利用目的ごと 分，有効利用も実現されなければならないJ としし

に必要な精度を満たす交通需要推計方法な設定できない かるに，わが闘の金融システムは行政面で他産業に比べ

か，模索しようと考えています. 直接続?倒的であり競争制限的である j 旨の指織がなされ

また，長銭的にはF より鰐告を( 1 つの計画案の評価資 ている.

泰寺を得るのが短待問ですむこと}な方法で多交逮致策シ 私は現在，この競争制j疑的であるとされている金滋機

ミュレーションを行なえるようなシミ品レータを作成し 演で，すなわち縦約条件の多いシステム系で各種〔店舗

ょうと考えています.これにより従来のモデルは主とし 立地，資源(人員・資金}記分問題等〕の最適解を求める

て費用の節約により，スタティッグなモデルを使用する べくデ{タの関を街復しているわけだが，やはりサプ

ケースがほとんどで、したが，ダイナミックなモデルを利 (ミニ)システムの最適値しか求め得ていないという感た

用できるようになると考えています. ぬぐいきれない.

星空李言葉科〈システムヱ学〉 佐々木正文

信頼性との16年のつき合い 隊大濠工学研究科OR専攻

のシステム工学の系列を担当し，システム工学，情報工

学，信車貫性工学などを講義しています.

信頼性とのおつき合いも 16年になり，その伺いろいろ

の想い出を残しました.信頼性のシγポジウムに招待講

演者として渡米したこと，イリノイ大学数学教室からニ

品【ヨーク大学の IE/OR 教室に僑頼性の研究のために

転勤したこと等.現在は理論的に研究したことと現場で

実用化するときの接点に関心を持ゥております.防衛庁

関係者で構成している防衛システム研究会の，筆者が部

会長をしている信額性部会の活動もこれらの i つのアプ

P ーチと考えてお守ます. ~き衛システム研究会の事務局

としての雑沼もシステム工学系列!の担当者としては当然

の奉仕と割りきっております.殺近，数学会(アメリカ)

のMathematical Reviews のOR関係の reviewerを依

願され，雑用もまた 1 つふえました.

(他の所属学会) 数学会，電子通儒学会，電気学会，

IEEE 

おんぞうち たτ審

議書量京) MIS~)\.'-プ鶴宮知器

轡j約条件の多いシステム系最近， r銀行の役割につい

てj の中間報告が，金融制度鶏査会によりまとめられ

資源の遮IE配分，有効利用を計るためには，立場合か

えて (OR学会々員として)わが国の金融システム全体，

すなわちトータルシステムとしての解を求める必獲俊を

感じる哲学今である‘

嬰塁奇護学科 洲之内治男

講義して感じていること 主として数学，もう少しくわ

しく言うと，関数解析や，その結果を発展方程式の解法

やその数値解法に応用することを研究しています.亦線

形の問題でそのうち有用な応用が見つかるかもしれませ

ん.

ところで，ここ 4 ， 5 年来，理工学部のし 2 年生の

基礎諜穫の数学念講義するようになり，現在の学金の意

識と教科内容の呉和惑を穫ることしばしばです.一方，

最近はヅ開グラム学習や，コンピュータを使ったCAI

学習など，いろいろな教育方法が考えられてきています

が，このような教育方法やその教科内容，細かくは教材

の配列などについて， いろいろな感想はすぐ言えます

が，科学的な評価(アセスメント)の問題が起とります.

もちろん教育の効果は，短期的に考えるのか，長期的に

見るのか，とか，知識を与えるのか，わからせるのかと

いったような意見や判断の基準があり，大変むずかしい

問題ですが興味があると患っています.機会をみてはさ

さやかなさ経験をしたりしていますが， OR約な考え方が

大事であろうと患います.会員の皆様のご意見などお掬

かせ露買えると傘いです.
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コ中のいま，モデルづくりの“生みの苦しみと同時に
統計数理研究所 大隅 昇 応用の“育てる楽しさ"を味わっています.

公害データの質の採点公害データをあつかっていると

必ず大量の集積データのあっかい方とその質の妥当性の

見きわめ方とが問題になる.また非常に地域性があるた

めに，画一的な処理方法を確立できないむずかしさもあ

る.こうした問題に対処する第一歩として公害データの

“質の採点"に焦点をあわせたデータ解析法の検討を行

なっている.

また，こうしたアプローチの基礎ともいえるデータの

獲得にいたるまでのイキザツ，つまり“データの履歴"

を評価するしくみを考えているが，いろいろとおもしろ

い問題がある.最近， SOx の測定値は温度変化とかなり

相関があることを知ったが，これなどあたりまえのこと

のようにみえて実はほとんど吟味されていない例の 1 つ

である. lO'C温度が上がるとおよそ O.Olppm 程度の変

動はぎらに起こるというのである.こうしたデータが自

の前に出てくると，いったい環境基準とは何であるのか

改めて考えさせられる.ともあれ，こうしたことも実例

あってのことと，千葉県全域の大気汚染質データ，瀬戸

内海およびその周辺の河川の汚染質データなどを対象に

データの評価に明けくれている.

議E語研古田興司

モデルを育てる楽しさ 入社以来， C AM  (Computer 

Aided Manufacturing) プロジェグトのメ γパーとし

て，将来の製造システムを夢見ながら，現実的な問題に

1 つ 1 つ取り組んでいます.

現在のメイン・テーマは，シーケ γス制御用自動プロ

グラミング・システムの開発，サプ・テーマは自動生産

ラインのシステム設計法の研究です.

私の会社は，研究開発を受注生産しています.そのた

め，受注活動は研究業務の大切な 1 部となります.いま

まで，資料相手に机にへばりついていたカマボコ研究者

は，板離れを強いられたわけです.

定止が大学でORの勉強をしたときの手本は，ほとんど

がアメリカの文献でした.できあがったモデルを少しだ

け変えて勉強をしたつもりになっていました.脱カマボ

悲喜室学病院 二宮 総蔵

地域医療情報システムの建設北里大学病院は，病床数

1 ， 000，外来患者数 1 日 1 ， 500の規模で，神奈川県の中部，

北部における医療のセンターとしての責任を課されてい

ます.この地域の住民は約 100万人と推定され，適切な

地域医療システムの必要性が痛感されています.

ここ数年来，私が担当しております業務は，医師，パ

ラメデイカル， EDPS要員等で編成されている地域医療

情報システム建設のためのプロジェタトチームにおい

て，システム分析，設計のコンサルテーションをするこ

とです.

現在までに完了したものは，メディカル・レコード・

データベースの作成と，このデータベースに連絡した情

報検索ならびに数理統計処理の+プシステムのデザイン

です.

現在当病院をとりまく医療環境にはきわめて複雑な要

素が多く， ORのセンスとたゆまざる努力とが要求され

ます.この分野の事項に関し，諸兄姉のご支援を切望す

る次第です.

食事土器険事さす蓄理課 千村 宗生

情報の洪水の交通盤理社内へ流れ込む情報を，機械判

読のできるデータとしてつくったり，機械処理結果を出

力する部門の仕事を今年よりはじめた.

データ入力の主力は，オンライン化が進みつつある

が，キーパシチャーであったり， OCR-READであった

り，まだ入手をわずらわすものが多い.今後さらに合理

化が進むであろう.また事業の性質上顧客(契約者)へ

の案内や通知等出力されるものも数多く，その管理もし

ている.

いかに大量のデータを正確に処理作成するかが，仕事

のポイントである.ただし，いまだOR的な観点からの

アプローチがなく，今後の管理手段としての導入が必要

と思っている.
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